SONY. 


ホームサーパ'- 

VGF - HS 1 シリーズ 
スタートガイド 




はじめて使ラとをは 

本書では、本機でできることや、本機の設置' 接続か S 本機を使5ための準備と基本操作を説明 
してし)ます。 

本機を使い始める前に、 liTF の流れで準備してください。 




:アの接続•設定を行ラ （12 ページ） 


設置する 

ネットワークに接続する 
電源につなぐ 
電源を入れる 


ここまでで、下記の機能げ使えるようになります。 （38 ページ） 
• ネットワーク八ードディスク 
• DLNA 対応磯器へのコンテンツの配信 
• おまかせコピー 




さ5に、し^下の機能 (44 ぺージ)を使ラにはソフトウエアのインストールと初期設定び必要です。 
• 自動アップ□ード 
• データリンク 
• 1」ストアツール 



:アのインストールと初期設定を行ラ （44 ページ） 


付属の CD - ROM を使って、ソフトウエアのインストールを巧ラ 
初期設定を行ラ 




基本的な設定の完了後、設定を変更したいとをや困ったとをなどは取扱説明書をご覧ください。 
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广 - 

1付属の説明書について 

:本機には、1^[下の説明書び付属しています。 
i • 取扱説明書： 本機の取扱情報を記載しています。 

; • スタートガイド(本書）： 本機の接続と準備の方法を記載しています。 

I • ソフトウェア等に関ずる重要なお知5 せ： 

i 本磯をお使いになるための重要なお知らせび記載されています。 

\_ J 

ク‘本書で使われているイラストについて 

本書で使われているイラストや画面は、実際のをのと異なる場合びありまず。 
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こんなことびでをます 

本機では、ホームネットワークやインターネットに接続されたコンピュータに保をされている 
データや音楽/写真/動画コンテンツを保をでをます。 

本機に保をしたコンテンツは、本機とネットワーク接続した U ビングのテレビやオーディオ機器 
などで楽しめます。 

さ5に、遠方の家族や友人と、インターネット経由で写真や動画などを共有して楽しむことわで 
をます。 


ごま意 


本機巧のコンテンツを視聴するためには、本機に接続するテレビやオーディオ機器は DLNA (Digital Living 
NetworkAlliance ) ガイドラインに対応したネットワーク機器(し如韋、 DLNA 対応機器と記載します。）である 
必要びあります。 
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家の中で楽しむ 

本機にためた音楽/写真/動画コンテンツを、し处下のよラな DLNA 対応機器で視聴でをます。 

• Digital Photo Frame VGF - CP 1 

. ソニー製液晶テレビ BRAVIA などのネットワーク対応テレビ 

• PLAYSTATION 3 

• ワイヤレスデジタルオーディオ VGF - WA 1 などの DLNA 対応のオーディオ機器* 

* 気分やシーンにあわせて、「おまかせチヤンネル」を利用して音楽巧をを楽しむことちでさます。 

































家と家をつないで楽しむ(ホームアクセス） 

インターネットを経由して、遠方の家族やち人のコンピュータやホームサーバー VGF - HS 1 シ 
U —ズに、本機内の動画や写真コンテンツを送付でさます。 

また、家族や友人側か5本機にアクセスして本機内の動画や写真コンテンツを見てち5ラことわ 
でさます。 


• コンピュータの Web ブラウザか5本機にアクセスすると、アルバム名で整理された写真コンテ 
ンツを Web ページで楽しめます (VAIO Picture Lab )。 

パスワードを設定して本機へのアクセスを制限ずることちできます。 

クヒント 

VAIO Picture Lab について詳しくは、取扱説明書の「使いかた」一「ホームアクセス機能で楽しむ」の 「VAIO 
Picture Lab を使う」をご覽ください。 

• Digital Pho に Frame VG 卜び1で本機に保存した写真]ンテンツを見ることびできます（メ 

ディア巧有機肯目)。 

クヒント 

メディア共有機能について詳しくは、取掘説明書の「使いかた」一「ホームアクセス機能で楽しむ」の「ホー 
ムアクセスメディア共有を使ラ」をご覧ください。 


• 動画や写真コンテンツを、本機か5コンピュータまたは化のホームサーバーに転送したり、コ 
ンピュータまたは他のホームサーバーか5本機へ転送したりでをます (データリンク機能)。 
コンピュータや他のホームサーバーか5本機に送5れて保をされたデータは、他のコンピュー 
夕や DLNA 対応機器で見ることびで定ます。 

ぐヒント 

データリンク機能について詳しくは、45ページや取扱説明書の「使いかた」 一 r ホームアクセス機能で楽 
しむ」の「家のがのコンピュータやホームサーバーにデータを転をする（データリンク）」をご覧ください。 
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ホームアクセス機能を利用するには、利巧するための準備や機器間での設定び必要です。詳しくは、取扱説明書 
の r 使いかた」の「ホームアクセス機能で楽しむ」をご覧ください。 
















































写真やビデオをためる 

本機は大容量のデータ保を機器としても使えます。 

• USB マスストレージクラス対応のデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ内の写真や 
動画コンテンツを、ボタンを押すだけで本機に取り込めます (おまかせコピー 機能）。 



• コンピュータ巧の指定したフオルダのデータを、本機に自動的にコピー(アップ□-ド)でき 

ます（自動アップ□ー ド機能)。 

自動アップ□ー ド機能を使ラと、コンピュータで作成したり編集したりした写真や動画コンテ 
ンツや、 CD か5取り込んだ音楽ファイルをコンピュータに保をするだけで、本機にを同じデー 
夕を自動的に保をでをます。 

• 本機に保ちした音楽/写真/動画コンテンツは、 DLNA 対応機器やコンピュータの Web ペー 
ジか5、曰付やアルバム名などで分類され整理された状態で楽しめます。 















语利な A - ドディスクとしてほう 

本機は、複数のコンピュータで同時に使えるネットワーク A — ドディスクとしてち使えます。 

• 複数のコンピュータで共有して使いたいデータを本機に巧をずることで、いつでちどのコン 
ピュータか6でち同じデータを利用でさます。 

• 共有フオルダごとに、読み書さでさるユーヴーや読み込みだけでさるユーヴーをバスワード付 
さで指定でさるので、指定したユーヴー U 外にアクセスされた < ないデータち保存でさます。 


コンピュータのデータをバックアップずる 

コンピュータ内のバックアップしたいフォルダを自動アップ□ー ドの対象に指定すれば、データ 
を本機に自動的にノ（ックアップでさます。 

コンピュータの八ードディスクび壊れに場合でち、データを本機から IJ ストアできます。 

本機のデータをバックアップする 

本機にイ呆存してあるデータを別売りの USBA — ドディスクドライブにバックアップできます。 
バックアップしたデータは本機に戻すことびできます。また、 ru ストアツール」を使ってコン 
ピュータにコピーすることちでさます。 (45 ぺージ） 
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付属品をおかめる 


本機の設置-接続を始める前に、まず付属品 
を確かめて < ださい。 

付属品び足0ないとさや破損しているとさ 
は、 VAIO カスタマー U ンクまたは販売店に 
ご連絡ください。なお、付属品は本機のみで 
動作保証されています。 

本機の仕様については、取扱説明書の r 主な仕 
様」をご覧ください。 

□ 本体 



□ リアカバー 



□ AC アダプター 



□電源コード 



□ 取扱説明書 
□ スタートガイド(本書） 

□ ソフトウェア等に関ずる重要なお知 
S せ 

□ 保証書 

修理の隙に必要にな0ます。 

□ カスタマー登録のお願い 
□ CD-ROM 

• 収録されているソフトウェア 

- PC Link 
- VAIO Media 

• 収録されているコンテンツ 

サンプルコンテンツ 

(お買い上げ時は本機内にち保存されて 

います。） 


を意 


付属の電源コードは、 AC 100 V 用でず。 

□ LAN ケーブル(ストレート • 2 m ) 
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準備する 

销1の流れ 

ホの流れに従って準備してください。 



:アの接続•設定を行ラ （12 〜43ページ） 


設置する 

2 . 本機をネットワークに接続ずる 

3 . 付属の AC アダプターを使って、本機を電源につなぐ 

4 . 電源を入れる 


政上の準備を行ラと、本機の下記の機能びお使いになれます。 
それぞれの機能について詳しくは、38ページをご覧くださし、。 
• ネットワーク八ードディスク 
• DLN A 対応機器へのコンテンツの配信 
• おまかせコピー 


]ンピユータと接続して活用する下記の機能を使うには、弓惊続き準備を巧う必要びあります。 
それぞれの機能について詳しくは、44ページをご覧くださし、。 


自動アップ□ード 
データ リンク 
U ストア ツール 


:アのインス!ルと初期設定を行う （44 〜49ぺージ） 


し付属の CD - ROM を使って、ソフトウェアのインス!^ールを巧う 
L 初期設定を巧ラ 


本機と接続して使用するコンピュータを再セットアップ（リカバリ）した場含は、ソフトウェアのインス!ル 
と初期設定をやり直す赵要びあります。 


接続と準備 
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n 八ードウエアの接続•設定を巧う 

設置する 


設置に適さない場所 

次のよラな場所には設置しないでください。本機の故障や破損の原因となります。 
• 直射日光び当たる場所 

• 磁気を発生するちのや磁気を帯びているちのの近く 
• 暖房器具の近くなど、温度び高い場所 
• ほこりびをい場所 
• 湿気びをい場所 
• 風通しび悪い場所 


設置時のご注意 

次のことをお守0 ください。 



持ち上げるときは 

側面下部にをちか5手を入れる。 

衝撃を加えないように静かに置<。 


5.0 cm 



5.0 cm 


をち 5.0 cm む上あけて置く。 


底部、側部、および後面の吸気□を 
ふさがない。 

平らで固い台に設置して、下部の 
隙間を物などでふさびない。 


5.0 cm 



熱び内部にこちり、火災や故障の 
原因となるため、全体を密閉しない。 
後面のを却用ファンと、側部と底部の 
ファン通気孔か5充分空気び疯ブる 
よラに辭放状態にずる。 
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ク NETSERVER スイッチについて 

ホームアクセス機能 (6 ページ)で、コンピュータなどの機器か日本機にインターネットを経由し 
てアクセスできるようにする場合は、本機底面の NETSERVER スイッチびオンになっているか確 
認してか5設置してください。 



故障を避けるためにも、次のことをお守りください。 

• 本機を移動するとをは、必ず電源を切る。 

電源び入っている状態で移動したり、動かした0すると八ードディスクの故障の原因となりま 
す。 

移動するとをは、接続ケーブルをすべて取りはずして < ださい。 

• 本機を倒したり、ぶつけたりしない。 

ルさな衝撃や振動でを八ードディスクの故障の原因とな0ます。 

• 不安定な場所に設置しない。 

• 通風孔に物を置かない。 

• 縦置をしない。 

本機を縦置をすると、状態び不安定となり、転びって故障したり、周囲を傷つけたりすることび 
お0ます。 

• 本機の上に磁力のあるわのを置かない。 

• 本機の上に乗らない、指定以外の製品を乗せない。 

本機の上に下記がの製品を乗せないでください。 （2008 年5月現在） 

-地上 • BS • 110度 CS デジタル八イビジョンチューナー VGF - DT 1 
-テレビサイド PC VGX - TP 1 シリーズ、 VGX - TP 1 V シリーズ 
-ホームサーバー VGF - HS 1 シリーズ 

また、2台政上積み重ねないでください。倒れたり、落ちたり、壊れたりして、けびの原因とな 
ることびあります。また、積み重ねによる変色び生じることびあります。 


取扱説明書に記載されている、 r 安全のために」や「その他」の「使用上のごま意」ちご覧ください。 



























ネットワークに接続する 


本機をご家庭のネットワークに接続します。 

:欠のち法びあります。 

• ち線で接続する方法 (14 〜31ページ） 

r 複数のルーターびあるとをのアクセス制限について」 （34 ページ)ちあわせてご覧ください。 

• 無線で接続する方法 (32 ページ） 

また、ワイヤレスデジタルオーディオを本機と接続する場合は r ワイヤレスデジタルオーディオ 
で本機内の音楽を聞くには」 (40 ページ)をご覧ください。 


有結で接続するには 

付属の LAN ケーブルを、背面の LAN コネクタに接続しまず。 



ネットワーク （ LAN) 


本徽ホ、1000 BASE - T 、 100 BASE - TX または 10 BASE - T タイプのネットワークに接続できます。 
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ごを意 


本機の LAN コネクタに次のネットワークや回線を接続すると、コネクタに必要し^上の電流び流れ、故障の原因 
になります。特に、ホームテレホンやビジネスホンなどの回線には、絶対に接続しないでください。 

•10 BASE - T 、] OOBASE - TX または1000 BASE - T タイプ政がのネットワーク 
• 一般電話回線 

• ISDN (デジタル)対応公衆電話のデジタル側のジャック 
.PBX (デジタル式構内交換機)回線 
• ホームテレホン皆ビジネスホンの回線 
• 上記切外の電話回線など 

クヒント 

10 BASE - T タイプのネットワークに接続した場合は、データ較送速度び遅いためファイルのコピーに時間びか 
かったり、映儘びコマ落ちして再生されたり、音楽再生中に音飛びび発生したりすることびあります。 

1000 BASE - T または 100 BASE - TX タイプのネットワークに接続することをおすすめします。 

ネットワークに接続するために必要な周迈機器については、17ページ政降の接続図をご確認く 
ださし、。 

また、ネットワークに接続するための設定については、ご加入のプ□バイダの設定ち法や、お使い 
になるモデムや接続している周辺機器の取扱説明書を参照して設定を巧ってください。 


□ 接続例 



本機 


テレビサイド PC 










































本機をネットワークに接続する方法は、ご使用の環境によって異なります。下記をご参照いただ 
を、ご自分の環境にあった接続方法を探してください。 


ごま意 


下記の質問事項について不明な点びある場合は、ご加入のプ□バイダにお問い合わせください。または、お使い 
の ADSL モデム/光モデムに付属の取掘説日月書をご覧ください。 



一夕のインターネット接続環境 


ADSL モデム/光モデムを使用していまずか？ 


はい 


いいえ 





17ベージ 19ぺージ 20ぺージ 



27ぺージ 



29ぺージ 31ぺージ 
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現在ご使用のネットワーク環境の例： 

. 無線 LAN 接続；有線 LAN 接続 


ルーター 機能が 



有線 LAN 接続 DLN A 対応機器 有線 LAN 接続コンピュータ 

ルーターの無線 LAN アクセスポイント機能の有無は、本機の接続に影響ありません。 




接続と準備 
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^1 


























次の接続例に従って本機をネットワークに接続してください。 


Q 接続例1:ルーターに空きポートがある場合 

ルーターの空をポートに本機を接続します。 



□ 接続例2 : ルーターに 空き ポート がない場合 

八ブを追加し、八ブに本機を接続します。既をのコンピュータは八ブへ接続を変更します。 


ルーター 機能が 
あるモデム 







有線 LAN 接続 DLNA 巧応機器 有線 LAN 接続コンピュータ 


本機 
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現在ご使用のネットワーク環境の例： 


D 〇 ルーター機能がないモデム 



次の接続例に従って本機をネットワークに接続してください。 


□ 接続例 

UPnP 対応のルーターを追加し、ルーターに既をの]ンピュータと本機を接続します。 

ルーターの選びかたについ口ま、ご加入のプ□バイダや販売店にご相談くださし' i 。 また、ルーター 
の設定方法はルーターに付属の取扱説明書やプ □バイダの案内をご覧くださし、。 



有線 LAN 接続 有線 LAN 接続 本機 

DLN A 巧応機器** コンピユー タ 


>ルーターの無線 LAN アクセスポイント機能の有無は、本機の接続に診響ありません。 
** ルーターを追加した場合は、ネットワーク機器を追加でをます。 

































クー又 1( LANK - 卜に1台のルーターだけ接続されている場合) 

現在ご使用のネットワーク環境の例： 

. 無線 LAN 接続:有線 LAN 接続 


LAN ポート 



ルーター* 


無線 LAN 接続 
コンピュータ 



有線 LAN 接続 DLNA 巧応機器 



有線 LAN 接続 コンピュータ 


A ルーターの無線 LAN アクセスポイント機能の有無は、本機の接続に該響ありません。 

次の接続例に従って本機をネットワークに接続してください。 


ごミ主意 


ルーターを使用ずる場合、ルーターの WAN 側ポートにをネットワーク機器びあると、本機で使用できる機能に 
制限び出るため (34 ページ)、同ーネットワーク内になるよラに各機器を接続することをおすすめします。 
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□接続例 1 :ルーターに空をポートびある場合 

ルーターの空さポートに本機を接続します。 


LAN ポート 



































□ 接続例 2 :ルーターに空さポートがない場合 

ノ\プを追加し J V ブに本機を接続します。既存のコンピュータはノ\ブへ接続を変更します。 


LAN ポート 
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Q トス 2 ( LAN ポートにコンピュータなどの複数のネットワーク機器とルーターが接続されている場合) 

現在ご使用のネットワーク環境の例： 

. 無線 LAN 接続；有線 LAN 接続 



無線 LAN 接続 

コンピュータ 


有線 LAN 接続 

コンピュータ 


有線 LAN 接続 
DLNA 巧応機器 


次の接続例に従って本機をネッ ト ワークに接続して<ださい。 


ごま意 


• 本機に割り振られる IP アドレスびグ□ーバル IP の場合、管理者登録び必要です。管理者登録後、設定ぺージで 
DLNA 対応機器の登録と共有フォルダのアクセス設定をすることをおすすめします*。 

• ルーターを使用せずにインターネットび利巧でをるネットワーク環境の場合、外部の見知ら说機器からアク 
セスされる可能性びありますので、設定ページで管理者登歸をして DLNA 対応機器の登録と共有フォルダの 
アクセス設定をずることをおすすめします*。 

. ルーターを使用ずる場合、ルーターの WAN 側ポートにもネットワーク機器びあると、本機で使用できる機能 
に制限び出るため (34 ページ)、同ーネットワーク内になるよラに各機器を接続することをおすすめします。 
(24 ページ） 


* 管理を登録の方法について詳しくは、取损説明書の r 使いかた」 一 r コンピュータのネットワークサーバー 
( NAS ) として使う」一「共有フオルダを開く」の体機をグ □- バル IP でネットワークに接続して使用し、かつ 
管理者登録していない場合」をご覧ください。 









































□ 接続例 1 

本機とずべてのネッ ト ワーク機器をルーターに接続します。 

接続例2 (25 ページ)、接続例3 (26 ページ)のよラな接続ちでさまずび、その場合は使える機能に 
制限び生じます。 


LAN ポート 



有線 LAN 接続 
コンピュータ 


有線 LAN 接続 
コンピュータ 


有線 LAN 接続 
DLNA 対応機器 
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□ 接続例 2 : LAN ポートに空きポートげある場合 

LAN ポートの空舌ポートに本機を接続します。 


LAN ポート 



有線 LAN 接続 有線 LAN 接続 

DLNA 対応機器 コンピュータ 


本機 


•本機を発見でをまず。 

• 本機使用時の制限事項はありません。 




無線 LAN 接続 
コンピュータ 


有線 LAN 接続 
コンピュータ 


有線 LAN 接続 
DLNA 対応機器 


•本機を発見できません。 

• 本機の IP アドレスを直接指定ずれば、ネット 
ワーク八ードディスクとして使えまず。 

• 自動アップ□ー ドで機器発見できません。 


本機を発見でをないため、 
本機のコンテンツを 
再生-視聴でをません。 


プリツジ機能びある場合は、ブ U ツジ機能を有効にすると本機のご使巧への制限は回避されまずび、接続可 
能台数を超えるおそれびあります。 








































□ 接続例 3 : LAN ポートに空きポートびない場合 

ルーター機能付きアクセスポイントに本機を接続します。 


LAN ポート 



本機を発見でをないため、本機の 
コンテンツを再生-視聴できません。 



• 本機を発見できます。 

• 本機使用時の制限事項はありません。 



本機 


* ブリツジ機能びある場合は、プ U ツジ機能を有効にすると本機のご使用への制限は回避されますび、接続巧 
能台数を超えるおそれびあります。 
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田 



有線 LAN 接続 DLNA 巧応機器 


次の接続例に従って本機をネットワークに接続してください。 


本機に割り振られる IP アドレスびグ□ーバル IP の場合、管理者登録び必要です。管理者登録後、設定ぺージで 
DLNA 対応機器の登録と共有フオルダのアクセス設定をすることをおすすめします。 

管理者登録の方法について詳しくは、取损説明書の r 使いかた」 一 r コンピュータのネットワークサーバー 
( NAS ) として使う」一「共有フオルダを開く」の体機をグ □- バル IP でネットワークに接続して使用し、かつ 
管理者登録していない場合」をご覧ください。 

ルーターを使用せずにインターネットび利用でさるネットワーク環境の場合、が部の見知ら说機器からアク 
セスされる可能性びありますので、設定ページで管理者登録をして DLNA 対応機器の登録と共有フォルダの 
アクセス設定をすることをおすすめします#。 




接続と準備 
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□ 接続例 1 : LAN ポートに空きびある場合 

LAN ポートの空きポートに本機を接続します。 


LAN ポート 



有線 LAN 接続 DLNA 巧応機器 



.一- ■ 


L 

目 


本 機 


□ 接続例2 : LAN ポートに空をがない場合 

八ブを追加し、八ブに本機を接続します。既存の〕ンピュータは八ブへ接続を変更します。 


LAN ポート 


〇 ロロ I I □口！八プ* 



有線 LAN 接続 DLNA 対応機器 有線 LAN 接続コンピュータ* 

> A ブを追加した場合は、ネットワーク機器を追加でをます。 




本機 
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現在ご使用のネットワーク環境の例： 



有線 LAN 接続 DLNA 对応機器 



有線 LAN 接続コンピュータ 


次の接続例に従って本機をネットワークに接続して<ださい。 

ルーターを追加し、ルーターに本機を接続します。既をのコンピュータや DLNA 対応機器はルー 
ターへ接続を変更します。 

ただし、ルーターの WAN 側ポートにもネットワーク機器びあると、機能に制限び出ますので (34 
ページ)、 同ーネットワーク内になるよラに各機器を接続することをおすすめします。 


□ 接続例1 


LAN ポート 


口 囚ロロ □ ノ、ブ巧をル—々—う 



* ルーターの無線 LAN アクセスポイント機能の有無は、本機の接続に影響ありません。 










































□ 接続例 2 


LAN ポート 



本機を発見できないため、本機の 
コンテンツを房生-視聴できません。 



• 本機を発見できます。 

• 本機使用時の制限事項はあ D ません。 



本機 
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現在ご使用のネットワーク環境の例： 


LAN ポート 



次の接続例に従って本機をネットワークに接続してください。 


□ 接続例 

ルーターを 追加し、 ルーターに 本機を接続します。 

LAN ポート 


〇 00 0 0八ブ付き ルーターう 



有線 LAN 接続 
DLNA 対応機器 




z：> 


有線 LAN 接続 
コンピュータ 


ルーターの無線 LAN アクセスポイント機能の有無は、本機の接続に影響ありません。 




接続と準備 
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無線 LAN で接続ずるには 

有線 LAN のない環境に設置ずる場含は、市販のイーヴネットコンバーターを使います。 

無線 LAN 使用時におけるセキュリティについて 

本機は出荷時において、本機と同じネットワーク内であれば機器やユーヴーの制限なく本機の 
データにアクセスでをる設定になっており、 DLNA 対応機器を自動登録でをる設定になっていま 
す。セキュ I 」ティ設定のない無線 LAN 環境では、第王者びお客様の許巧な<本機の内容にアクセ 
スするおそれびあります。無断アクセスを防止するためには必ずお使いの無線 LAN 機器にセキュ 
U ティを設定をすることび非常に重要です。セキュリティ対策を施さず、あるいは無線 LAN の仕 
様上やむを得ない事情により、セキュ U ティの問題び発生してしまった場合、弊社ではこれに 
よって生じたあ5ゆる損害に対する責任を負いかねます。 

詳細については、 h 订 p :// vdvaiasony . c 日 jp / n 加 ces / secuiity _ wi 「 elesslan . h 机 I をご賣ください。 

セキュ U ティの設定についてはお使いの無線 LAN 機器の取扱説明書などをご参照くださし、。 


ごま意 


無線 LAN をご利用の場合、無線 LAN の仕様により充分なネットワークの廣送スピードを得日れないことびあり 
ます。その場合は、ご利巧のネットワーク機器を本機と同じ有線ネットワークに接続するか、本機をイーサネッ 
トコン>/ くーターを利雨せずに有線で接続してください。 


□ 接続例1 



有線 LAN 接続 
DLNA 対応機器 


有線 LAN 接続 
コンピュータ 


本機 
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□ 接続例 2 



有線 LAN 接続 
DLNA 巧応機器## 


有線 LAN 接続 
コンピュータ** 




* 本機か6無線 LAN 接続コンピュータへのデータ転送速度は、無線 LAN の仕様により制限されます。そのため、 
音楽や動画コンテンツの再生時に音とびやコマ落ちなどび発生する場合びあります。 

本機から有線 LAN 接続コンピュータや有線 LAN 接続 DLNA 対応機器へのデータ転送速度には、無線 LAN の仕 
様による制限はありません。 






































復数のルーターがあるとをのアクセス制限について 

LAN ポートにネットワーク機器とルーターび接続されていて、さ日に、ルーターにネットワーク 
機器び接続されている場合は、し处下のよラなアクセス制限び生じます。 

〇 :本機にアクセスでさます。 

X :本機にアクセスでさません。 



本機を発見できない 
ため利用でをません。 



本機 


有線 LAN 接続 有線 LAN 接続 

コン ピュータ DLNA 対応機器 


アクセス制限び起きないよラにするには、すべてのネットワーク機器をルーターの LAN 側ポート 
に接続することをおずすめします。 
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電源につなぐ 


1付属の AC アダプターで、本機と壁のコンセントをつなぐ。 

① AC アダプタのプラグを本機に接続ずる。 

® AC アダプターのケーブルをフックにかける。 

③ AC アダプターに電源コードのプラグを差し込む。 

® 電源コードのをラー方のプラグを、壁のコンセントに差し込む。 



























































リアカバーを取 0 付ける 

ネットワークへの接続や電源ケーブルの接続び終わった5、コネクタ類を保護する U アカバーを 
後面に取0付けてください。 

U アカバー中央の凸部と両端を、後面の凹部に r カチッ」と音びするまではめ込みます。ケーブル 
は U アカバー下部の切り欠を部分に通します。 

後面のコネクタにケーブル類を接続するときは、リアカバーをはずしてください。 



ごま意 


• リアカバーをしっかり取り付けていないと、德面に接続したケーブル類に力を加えた際、リアカバーびはず 
れる焉をびあります。はずれた U アカバーを踏むなどして、けびの原因となることびありますのでご注意< 
ださい。 

• 接続するコネクタの種類、大きさによっては、 U アカバーを取り付けることびできない場合びあります。こ 
のような場合には J 」 アカバーを取り付けずにお使いください。 

. 本機のご使巧中は、棲面の排気□およびリアカバーび高温になることびあります。これらの部分に触れると 
をには充分ご注意 < ださい。 

リアカパーをはずずには 

U アカバーを手前に引さまず。 

-- : 
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電源を入れる 


1の（パワ ー) ランプびオレンジ色に点滅ずるまで、の（パワ ー) ボタンを2 
秒間ほど押し続ける。 

しば6くすると本機び起動し、の（バワー)ランプび緑色に点なします。 



クヒント 

電源についてのご注意は、取掘説日月書をご覧ください。 

電源を切るには 

1の（パワ ー) ランプび緑色に点滅ずるまで、の（パワ ー) ボタンを2秒間ほ 
ど押し続ける。 


接続と準備 
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基本的な機能を使う 

12〜37ページの準備を行ラと、本機の3つの基本的な機能び使えます。 

• ネットワーク八ードディスクとして使ラ （38 ページ） 

ネットワークで共有でをる、コンピュータのサーバーとしてお使いになれます。 

ネットワーク経由でコンピュータか5本機にアクセスし、本機の共有フォルダ内のファイルの 
読み込み/書さ込み、名前の変更、作成、削除びでさます。 

• DLNA 対応機器へコンテンツを配信ずる （39 ベージ） 

ソニー製液晶テレビ BRAVIA やワイヤレスデジタルオーディオ VGF - WA 1 などの DLNA 対応機 
器と本機をネットワークにつないで、本機巧にあ5かじめ用意されているサンプルコンテンツ 
を視聴でさまず。 

. 写賣や動画を取り込む(おまかせコピー機能) (42 ページ） 

USB マスストレージクラス対応のデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラで撮影した 
写真や動画を、 USB ケーブルを経由して、またはメモ U —力ードから本機に直接取り込むこと 
びでさます。 


ネットワーク八ードディスクとして使5 


本機の共有フォルダへコンピュータでアクセスするには、次の手順に従って操作してください。 

1 コンピュータと本機を LAN ケーブルでつなぐ。 

2 [スタート]-[マイネットワーク]またははットワーク]をクリックず 
る。 

「マイネットワーク」または「ネットワーク」画面び表示されます。 

クヒント 

Windows Vista をお使いで、手順2の「ネットワーク」画面でネットワーク探索とファイル共有び無効に 
なっているメッセージび表示されている場含は、次の手順に従って操作してください。 

1 メッセージをクリックして表示されたメニューか5[ネットワーク探索とファイル 
共有の有効化]をクリックする。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表おされた場合は、内容をご確認の上、[続行]をク U ックしてくださ 
い。 

2 「ネットワークの探索とファイル共有」画面が表示されるので、[いいえ、接続してい 
るネットワークをプライべートネットワークにします]を選んでクリックする。 
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3 [MyS ね tion ] を夕’ブルクリックずる。 

「ヘルプ」フオルダ、「メディア」フオルダび表示されます。 


ごミ主意 


「プリンタ」アイコンび表示されることびありますび、本機はプ U ンタサーバー機能には対応していませ 
ん。本機に USB プ U ンタをつないでコンピュータで使ラことはで去ません。 

クヒント 

. 本機のネットワーク八ードディスク名は、お買い上げ時には 「 MyStation 」 に設定されています。設定 
ページから名前を変更でをます。 

•「 MyStation 」 び表おされない場合は、取掘説明書の r 使いかた」一「コンピュータのネットワークサー 
バー （ NAS ) として使ラ」の「共有フオルダを開く」をご覧ください。 

• r ヘルスフオルダには、ネットワークを経由して、本機の設定ぺージを開くための URL アドレスのファ 
イルび格納されています。 

4 [メディア]をダブルクリックずる。 

メディアフオルダの中身び表示されます。 

メディアフオルダ巧にコピーしたデータに、ネットワークにつないだイ也の機器か5アクセス 
した0、作成したフオルダを共有フオルダとして使ったりすることびでさます。 


DLNA 巧応機器へコンテンツを配信する 


□ ネットワーク対応テレビで本機のサンプルコンテンツを視聴ずるには 

DLNA 対応機器で、本機にあ5かじめ用意されているサンプルコンテンツを視聴できます。 
ここでは、ソニー製液晶テレビ BRAVIA でサンプルコンテンツを視聴するち法を説明します。 

クヒント 

本機は、お買い上げ時の設定では、 DLNA 対応機器からの接続びあった場合に接続を自動的に許可しまず。 

1 ネットワーク経由で BRAVIA と本機をつなぐ。 （14 ぺージ） 

2 リモコンのホームボタンを巧し、 BRAVIA に表示された画面で[フオト]、[ミュージッ 
ク]、または[ビデオ]を選択する。 

3 リモコンで [ MyStation ] を選択し、ミ夫定ボタンを巧す。 

本機の 「 Sample 」 フオルダ巧のコンテンツび表おされまず。 

4 リモコンで再生したいファイルを選択し、ミ夫定ボタンを巧す。 

再生び始まります。 

操作について詳しくは、 BRAVIA に付属の取扱説明書をご覧ください。 






□ ワイヤレスデジタルオーディオで本機巧の音楽を聞くには 

下記の手順に従って接続するだけで、ワイヤレスデジタルオーディオ VGF - WA 1 で本機内の音楽 
コンテンツを手軽に聞けます。 

また、本機びインターネットに接続している場合はウェブラジオを聞くことちでさます。 


ごを意 


ワイヤレスアダプタを接続する前に、なのことを確認してください。 

確認方法について詳しくは、ワイヤレスデジタルオーディオに付属の取扱説日月書をご覧ください。 

• ワイヤレスデジタルオーディオを最新の状態にする。 

アップデートプ□グラムについては、下の Web ページをご覧ください。 

VAIO カスタマ ー U ンク製品別サポート情報： http :// vcl . vaio . sony . co . jp / support / acc / vgf - wa 1 .html 
• ワイヤレスアダプタの AUTO INSTALL スイッチを日 FF にする。 

• ワイヤレスデジタルオーディオの PC ボタンを押して、 PCS ュージックファンクションにする。 

• ワイヤレスデジタルオーディオの設定の r ネットワーク設定」を r ワイヤレスアダプタ」にする。 

なお、お買い上げ時はこの設定になっています。 

• ワイヤレスデジタルオーディオの設定の「サーバー設定」一「サーバー自動接続」を「入」にする。 

なお、お買い上げ時はこの設定になっています。 

. ワイヤレスデジタルオーディオのサーバー接続時に選択可能な機器を本機のみにする。 

1 ワイヤレスデジタルオーディオをいったんスタンバイモードにしてか5、電源を入 
れ直す。 

2台!;(上のワイヤレスデジタルオーディオを機器登録する場合は、続けて他のワイヤレスデジタルオー 
ディオに巧しても同じ操作を巧ってください。 

ただし、一度に登録でをるワイヤレスデジタルオーディオは5台までです。 

2 ワイヤレスアダプタに専用ワイヤレスアダプタ接続補助ケーブルを接続する。 


をヒント 

ワイヤレスアダプタと専巧ワイヤレスアダプタ接続補助ケープルは、ワイヤレスデジタルオーディオ 
に付属しています。 
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3 専用ワイヤレスアダプタ接続補助ケーブルを本機のを （USB) コネクタに接続する。 




OFF にする。 


ワイヤレスデジタルオーディオの探索び開始されます。 

しばらくすると、発見されたワイヤレスデジタルオーディオの MAC アドレスび本機のディスプレイに 
表示されます。 

•梦ヒント 

ワイヤレスアダプタを直接 USB コネクタに接続ずることをでをます。 

4 0K ボタンを巧す。 

ワイヤレスデジタルオーディオび本機に機器登録され、本機に保をされている音楽コンテンツび自動 
的に再生されます。 

• 本機にはじめてワイヤレスデジタルオーディオを登録ずる場合 

MAC アドレスび表示されてから1分経過すると、自動的にワイヤレスデジタルオーディオび登録さ 
れます。 

• 本機に2台目 L ソ降のワイヤレスデジタルオーディオを登録する場合 

MA 〔アドレスび表示されてから1分経過すると、ワイヤレスデジタルオーディオは登録されません。 
1分じ(内に 0 K ボタンを押してください。 

クヒント 

• CANCEL ボタンを押ずと機器登録はキャンセルされます。 

. アクセスポイントを使った接続ちでさます。詳しくは、ワイヤレスデジタルオーディオに付属の取扱 
説明書をご覧ください。 

:な回む降再生ずるときは 

ワイヤレスアダプタを本機に接続するだけで、音楽を再生でをる状態になります。 

クヒント 

ワイヤレスデジタルオーディオの表示窓に本機の MAC アドレスび表示されているときは、本機の 〔 ANCEL ボタ 
ンを押すと表示を消せます。 

その他の DLNA 対応機器で本機の音楽/写真/動画コンテンツを視聴する手順について詳しく 
は、 DLNA 対応機器に付属の取扱説明書をご賣ください。 
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写真や動画を取り込む(おまかせコピ ー) 


ごま意 


デジタルスチルカメラの USB モードび PTP モードや PictBridge になっている場合、おまかせコピー機能は使用 
でをません。 USB モードをマスストレージモードにしてから下記の手順を行ってください。 


1 USB マスストレージクラス対応のデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ 
を、 USB ケーブルで本機のを （ USB ) コネクタに接続する。または、メモリーカードを 
メモリーカードス□ツトに入れる。 



デジタルスチルカメラ 
-または 

デジタルビデオカメラ 
"メモリースティック" 

•コンパクトフラッシュ 


本機の COPY ランプび点むします。 



メモ U —カードの入れかた/取り出しかた、制限事項などについて詳しくは、取扱説明書の r 使いかた」一 
ロンピュータのネットワークサーパー ( NAS ) として使引の「データのストレージ機器として使う」をご 
覧ください。 

クヒント 

本機では、攻下のメモ U —力ードをご使用になれます。 

• ";><モ1)-スティック" • コンパクトフラッシュ 

• "メモ U —スティックデュオ" • SD メモ U —カード 

• "メモ U - スティック PRO " • SDHC ；>< fU - 力ード 

• "メモ IJ ースティック PRO デュオ" 

• "メモリースティック PRO - HG デュオ" 












































































2 COPY ボタンを巧す。 

ディスプレイに r コピー中」と表おされ、コピーの進が状況び表示されます。コピー中は COPY ランプ 
び点滅しまず。 



コピーび完了すると、ディスプレイに完了のメッセージび表示され、 COPY ランプび消なします。 

3 COPY ランプが消巧した5、 USB ケーブルを本機か5抜く。または、メモリーカー 
ドを本機か 5 取り出す。 

クメモリーカードを取り出ずには 

"メモ U - スティック"または SD 六モリーカードは、いったん奥まで押し込んでから手を離し、弓 I き揣 
いてください。取り出せないとをは、ちラー度奥まで押し込んでいったん離してから引を揣いてくだ 
さい。 

コンパクトフラッシュは 、 CF (コンパクトフラッシュ）イジェクトボタンを押して引き抜いてくだ 
さい。 



ぴ（コンパクトフラッシュ） 
イジェクトボタン 


コピーした写真や動画コンテンツが格納されているフォルダを確認ずるには 

• DLNA 対応機器か5確認する場合 

本機の r 最近取り込んだコンテンツ」フォルダや r フォト」フォルダ巧の「アルバム」フォルダで 
確認でをます。詳しくは取扱説明書の r 使いかた」一 r ホームネットワーク機器につないで楽 
しむ」の 「 DLNA 対応機器か5見た本機のフォルダ構成」をご覧ください。 

• ネットワークサーバーとして本機をお使いの場合 
本機の r おまかせコピー」フォルダで確認でさます。 

フォルダ構成については、取扱説明書の「使いかた」一「コンピュータのネットワークサーバー 
( NAS ) として使ラ」の「お買い上げ時のフォルダ構成とアクセス権」をご賣ください。 
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且ソフトウェアのインストール•初期設定を巧ラ 

本機とコンピュータの間で自動アップ□ードやデータ U ンクなどの機能を使うために、付属の 
CD - ROM を使ってお使いのコンピュータに下記のソフトウェアをインス I -ールします。 

• rPCLinkJ ソフトウェア 

コンピュータと本機の間でフオルダ単位で手軽にデータを転送するためのソフトウ X アです。 
次の機能びあ0ます。 

-自動アップ□ード 

コンピュータ内のあらかじめ指定したフオルダ内のファイルを、あらかじめ指定したタイミングで本機に 
自動的にアップ□ードでをまず。また、手動でアップ□ードすることをでをまず。 

自動アップ□ー ドの i 受定を行ラには、まず本機とコンピュータを家庭内 LAN に接続しまず。 （14 ページ） 
その後の設定方法について詳しくは 、 「PC Link 」 ソフトウェアのヘルプをご覧ください。 



いったん設定をしたあとは、インターネットを利用して自動アップ□ー ドを行えます。 



ただし、この場合はご利巧になるための環境と準備び必要です。詳しくは取扱説明書の「使いかた」一「ホー 
ムアクセス機能で楽しむ」の「必要なネットワーク環境」および「ホームアクセス機能を使ラための準備」を 
ご覧ください。 
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-データリンク 

インターネットを経由して、あ日かじめ指定したフオルダを送信側の機器から受信側の機器へデータを較 
送することびでをます。 




ただし、この場合はご利用になるための環境と準備び必要です。詳しくは取扳説明書の「使いかた」一「ホー 
ムアクセス機能で楽しむ」の「必要なネットワーク環境」および「ホームアクセス機能を使ラための準備」を 
ご覧ください。 


ぐ「リストアツール J について 

本機には、 USB 接続した八ードディスクドライブに本機内のファイルをバックアップし、ファイルのリス 
トアを可能にずる機能びあります。(本体のノくックアップとリストア） 

U ストアツールとは、 USB 八ードディスクドライプにパックアップしたファイルをコンピュータにリス 
トアするためのツールです。 

「PC Link 」 ソフトウエアをインス i -ールすると、同時に U ストアツールちインス i -ールされます。 















































•「VAIO Media 」 ソフトウェア 

本機に保存した音楽/写真/動画コンテンツを、ホームネットワーク上のどのコンピュータか 
らでも視聴するためのソフトウェアです。 

クヒント 

- rVAIO Media 」 ソフトウェアの最新版 ( Ver .6.1) または 「VAIO Media Plus 」 ソフトウェアびインス f -- 
ルされていない場合にインス I -ールしてください。 

ー バイオ政がのコンピュータをお使いの場合でち、日 S などの必要条件を満たしたコンピュータであれば 
インストールでをます。必要条件について詳しくは取掘説明書の r 動作環境」をご覧ください。 


ソフトウエアのインストールを巧5 


次の手順に従って、コンピュータにソフトウエアをインストールしてください。 


ごミ主意 


• お使いのコンピュータにディスクドライブび内蔵されていない場合は、あらかじめが付けのドライブを接続 
して < ださい。 

• インス!ルずるときは、コンピュータに Administrator （管理者)権限で□グオンしてください。 

• コンピュータに「ウイルスバスター 」、 「Norton AntiVirus」、「Norton Internet Secur け y 」 などのウイルス巧 
策ソフトウェアをインストールしている場合は、常駐を解除してください。 

• rSonicStage 」 ソフトウェアの音楽ファイルを本機で使巧する場合は、最新版の 「 SonicStage 」 をお使いくだ 
さい。また、 rSonicS ね ge 」 ソフトウてアで音楽の取り込み時に著作権保護処理を行わない設定にしてくだ 
さい。設定方法について詳しくは、 rSonicS ね ge 」 のヘルプをご覽ください。 

クヒント 

Windows Vista をお使いで「ユーザーアカウント制御」画面び表おされた場合は、内容をご確認の上、[続巧]を 
ク IJ ックして<ださい。 

1 コンピュータと本機をネットワークに接続ずる。 （14 ぺージ） 

2 コンピュータの電源を入れる。 

3 付属の CD - ROM をドライブに入れる。 

4 使用許諾画面び表示された5内容を確認し、順巧許諾契約に同意しまず] 
を指定して[次へ]をクリックずる。 

ソフトウェアのセットアップ画面び表示されます。 
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5 必要なソフトウェアをインス! -- J レずる。 

画面左側のソフトウェア名をク U ックすると、画面ち側に説明又と「インスI-ール」ボタンび 
表示されます。 

[インスI-ール]をク U ックずると、選択したソフトウェアのインス!-ールび開始されます。 
画面の指示に従って操作して<ださい。 


ごま意 


「 PCUnk 」 ソフトウエアをインスI -- ルした場合は、弓悼続き下記の ITPC Link 」 ソフトウエ 
アの初期設定を行う」の手順 2 UI 降の手順に従って初期設定を行ってください。 

クヒント 

ソフトウエアのインス I -ールには、しばらく時間びかかることびありまず。 

6 必要なソフトウエアのインス I ルび終了した5、[終了]をクリックず 
る。 


ク引き続を他のソフトウエアをインストールずる場合 

次の手順に従って、ソフトウエアのセットアップ画面を再度表おする必要びあります。 

1 [スタート]一[マイコンピュータ]または[コンピュータ]をクリックする。 

「マイコンピュータ」または「コンピュータ」画面び表示されます。 

2 CD - ROM を入れたドライブ名をダブルクリックする。 


3に etupLauncher ] をタブルクリックする。 

政降、左記の手順4切降の手順に従って操作してください。 


rPC Link ! ソフトウエアの初期設定を巧う 


ごを意 


rPunes で取り込んだデータを自動アップ□—ドしたい場合は、下記の手順を行う前にいったん iTunes を起動し 
て < ださい。 

1 [スタート]-[ずべて①プ□グラム ]- [PC Link]-[PC Link ] をクリック 
ずる。 

初期設定の開始画面び表示されまず。 

クヒント 

rPC Link 」 ソフトウてアのインストール完了後、自動的に初期設定の開始画面び表おされます。ただし、表 
示にはしばらく時間びかかることびあります。 








[次へ]をクリックずる。 

ネットワークに接続した本機の探索び開始されます。 


r ホームサーバーの選択」画面で本機のネットワーク八ードディスク名を 
指定し、[次へ]をクリックずる。 

本機の INFO ランプび青色に点滅します。 



30抄経ってわ1台をホームサーバーび発見されなかった場合は、接続巧能なホームサーバー 
びないとのメ ッセージび表示されます。[再探索]をクリックしてください。 

それでも発見されなかった場合は、本機の電源び入っているか、または本機とコンピュータ 
びネットワークに正しく接続されているか確認してください。 

クヒント 

• 機器名のちにヴブネット相違のメッセージが表示されている場合 

お使いのコンピュータと本機はサプネットの設定び同じである必要びあります。コンピュータと本機 
を接続するためには、本機の IP アドレスの変更び必要です。サブネットび異なるホームサーバーを選択 
ずると、 r 接続でをないホームサーバーび選択されました」と;>< ッセージび表示されます。[ホームサー 
バーのネットワーク設駐をクリックし、 IP アドレスを設定してください。 

• 本機をグ □- バル IP で使用している場合 

本機びグ□ーバル IP で使巧されている場合は、下記の手順に従って操作してください。 

の管理者名とパスワードを入力して[を信]または[登歸]をク U ックする。 

登録されている DLNA 対応機器び表示されます。 

(2) 本機への接続を許可しない機器、または不明な機器び表示されている場合は、機器名を選択して[許 
巧を取り消す]をク U ックし、[巧へ]をク U ックする。 

本機の共有フォルダの U ストび表示されます。 

感共有フォルダへのアクセス権を制限ずる場合は[アクセス権の設定]をク1」ックする。アクセス権 
の制限を行わない場合、またはアクセス権の設定び完了した場合は[〇のをク U ックする。 

アップ□ー ドするコンテンツを選択ずるメッセージび表おされ、コンピュータ内の音楽コンテンツ 
管理用/写真コンテンツの閲覧用ソフトウエアや、音楽-写真-動画コンテンツび入っているフォ 
ルダのリストび表示されます。 

本機をグ□ーバル IP で使巧している場合は、外部の見知ら施機器からアクセスされる可能性びありま 
す。本機の設定ページで、共有フォルダへのアクセス権の設定と DLNA 対応機器の登録をすることをお 
すすめします。設定ページについて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 















4 本機に自動アップ□ードしたいフオルダを選択ずる。 

クヒント 

• iTunes を一度ち起動していない場合は nTunes 」 び表示されないため、 iTunes で取り込んだデータび 
格納されたフオルダを選択でをません。 

nTunes 」 フオルダを自動アップ□—ドしたい場合は、いったん iTunes を起動してから手順 1 U (降の操 
作を行って< ださい。 

• [参勵をク U ックずると、自動アップ□-ドしたいフオルダを手動で選択できまず。 

5 [次へ]をクリックずる。 

自動アップ□—ドび設定されます。自動アップ□ー ド元のフオルダは手順4で選択したフオ 
ルダでず。初期設定完了後の自動アップ□ー ドの設定方法について詳しくは 、 「PC Link 」 ソ 
フトウェアのヘルプをご覧ください。 

6 完了画面び表示された5、[閉じる]をクリックずる。 

「PC Link 」 ソフトウェアのメイン画面び表示されます。 

クヒント 

「PC Link 」 ソフトウエアの使い方について詳しくは 、 PC Link 」 のヘルプをご賣ください。 


-^ 

これで初期設定は完了です。設定を変更したい場含や、より詳しい使いかたについては取 

扱説明書をご覧ください。 

V _ J 
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用語集 


アクセスポイント 

無線 LAN か5有線 LAN へ、または無線 LAN 機 
能を持った機器同±の通信を中継する装置の 
ことです。 

ブ IJ ッジタイプとルータータイプの2種類び 
あ0、ブリッジタイプはデータ転送の中継の 
みを巧い、ルータータイプはデータ転送の中 
継に加えてルーター機能を持っています。 

クライアント 

ネットワークでつないだ複数のコンピュータ 
などの機器の中で、ヴーノ く一か5データを利 
用する機器のことです。-サーバー 

ク□スケーブル/ストレートケーブル 

イーヴネットなどで使われる接続ケーブルの 
種類です。ストレートケーブルはコンピュー 
夕とモデムや八ブとの接続、ク□スケーブル 
はコンピュータ同±の接続や、八ブ同±の力 
スケード接続に使われます。 

ヴーパー 

ネッ トワークでつないだ複数のコンピュータ 
などの機器の中で、ほかの機器にデータを提 
供する機器のことです。ークライアント 

ヴブネットマスク 

インターネットのよラに巨大な TCP / IP ネット 
ワークは、複数のル規模なネットワーク（サブ 
ネット）に分割されて管理されています。 

ヴブネットマスクは、ネットワークを区切る 
ために、ネットワークに接続する機器に割り 
当て5れる IP アドレスの範囲を限定するし< 
みです。 


スイッチング八ブ 

端末か5送5れてきたデータを解析して、 
データの宛て先を検出し、検出した宛て先に 
のみデータを送信する役割をわつ八ブ(集線 
装置)です。 

データ同±の衝突を防ぐため、大規模な LAN 
を構築する場合でわ、伝送速度び安定します。 
また、検出した宛て先のみにしかデータを送 
信しないので、セキュ U ティも向上します。 

デフオルトゲートウ王イ（ゲートウ I イアド 
レス） 

異なるネットワークにを在するコンピュータ 
と通信する場合に使用する「出入0 口」の代表 
となるコンピュータやルーターなどを指すも 
ので、 IP アドレスで特定されています。ゲー 
トウェイは、双方のネットワーク間のプ□卜 
コルの違いなどを調整して、異なるネット 
ワーク間での接続を可能にします。 

デフオルトゲートウ王イは、目的のコン 
ピュータにデータび正しく届<よラに制御し 
ます。 

電子メール ( E - mail ) 

電子メール （Electronic mail ) は、ネットワー 
ク を使用した、コンピュータ同±の手紙です。 
艾字だけではな <、画像データ、音声、ゲーム 
のプ□グラムなども送ることびでをます。 
サーバー上にそれぞれのポスト(電モ方ール 
アドレス）を設置しておさ、そのポスト間で世 
巧中の人と電子メールのやり取0を巧いま 
す。 
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プ□ードパンド 

高速な通信回線の普及によって実現されるコ 
ンピュータネットワークと、その上で提供さ 
れる大容量のデータを活用した新たなヴービ 
スのことです。一般的に xDSL ( ADSL 、 
VDSL HDSL SDSL など）、 CATV 、 光ファ 
イバーなどび「ブ□-ドバンド ( b の ad = 広 
い 、 band =帯域)」と呼ばれています。 

ポート番号 

ネットワークをかして、ネットワークに対応 
した複数のソフトウエアを使用するための数 
値です。 

ルーター 

異なるネットワーク同±を中継し、相互接続 
を行ラためのネットワーク機器です。ネット 
ワーク層のアドレスを見て、どの経路を通し 
て転送すべきかを判断し、自分の对応してい 
るプ〇トコル政外のデータはすべて破棄する 
機能を持っています。 

ADSL 

Asymmetric Digital Subscriber Line の略 
で、 r 非対称デジタル加入線」と訳されます。 
これは上り（発信)と下り（受信)の速度び「非 
巧称 ( Asymmetric ) =同じではない」といラ 
ことで、 ADSL では r 上り」より「下り」の速度 
を速< しています。 

一般ユーザーは、 Web ページ閲覧やファイ 
ルのダウン□ー ドなど「下り」の利用顕度び圧 
倒的に高いため、 ADSL は一般のインターネッ 
トユーヴーに向いていると言われています。 


ADSL モデム/ VDSL モデム 

コンピュータを ADSL 回線または VDSL 回織こ 
接続する隙に必要な信号変換機のことです。 

CATV インターネット 

インターネットの接続を、一般回線や ISDN 回 
線を使用しないで、ケーブルテレビ用に敷設 
されている光フアイバー、同軸ケーブル網を 
使用して提供するサービスのことです。 

DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol の 
略で、 TCP / IP プ□トコル群の 1 つです。イン 
ターネットに接続するコンピュータに、動的 
に IP アドレスを割り当て、通信び終了すると 
さに IP アドレスを回収して他の端末に割0当 
てるためのプ〇トコルです。 

DHCP サーバーには、 DNS サーバーやゲート 
ウェイのアドレスやサブネットマスクなどの 
情報と、クライアントに割り当てるいくつか 
の IP アドレスをあ5かじめ登録しておさま 
す。クライアントは、 DHCP サーバーにアク 
セスし、 IP アドレスと各種設定情報を取得す 
ることによって、 TCP / IP のセットアップを自 
動的に行い、簡単にインターネットに接続す 
ることびでさます。 


その他 
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DLNA 

Digital Living Network Alliance の略で、〕 
ンピュータ業界と家電業界の企業により、 
ホームネツトワーク環境でデジタル AV 機器 
同±や、コンピュータを相互に接続すること 
を目的として結成した団体、またはその規格 
のことです。 

映像や音楽などのデジタルコンテンツは、 

;><一力一により規格などび異なります。その 
ため、静止画や音楽、動画のファイルフォー 
マツトなどを規定し、これ5のコンテンツを 
家庭内のどこか5でをアクセスでをるよラに 
するための環境作りを進めています。 

DLNA 対応機器 

DLNA の仕様に準拠した機器のことです。動 
画や音楽などのファイルを蓄積でをる機器 
(サーバー)と、再生機能を持つ機器(クライア 
ント）びおります。 

DNS サーバー（プライマリ•セカンダリ） 

DNS とは Domain Name System の略で、イ 
ンターネツト上のコンピュータのドメイン名 
を IP アドレスに置き換える機能を持つサー 
バーです。 DNS サーバーは2系統！; LL 用意さ 
れ、そのラちま系統イン)のサーバーをプ 
ライマ1」、副系統のヴーノ く一をセカンダリと 
呼びます。 


DTCP-IP 

Digital Transmission Content Protection 
over Internet Protocol の略で、ネットワーク 
上にデジタル放送などの着作権保護付さデー 
夕を配信させる技術の総称です。 

DTCP - IP の技術により、著作権保護付さデー 
夕は、ホームネットワーク上で自由に扱うこ 
とびできます。また、ホームネットワーク政 
外へのデータ伝送を禁止することで、着作権 
保護付をデータ自体を保護する役割を持ちま 
す。 

FTTH 

RberToThe Home の略で、高速通信び巧能 
な光ファイバーケーブルを各家庭に引き込 
み、高速なインターネット環境を構築する計 
画またはその通信サービスのことです。 

光ファイノ（ーケーブ j レを通信ヴービスの加入 
者宅まで敷設することで、数十 Mbps といラ 
高速なデータ通信を可能にします。 

HTTP 

HyperTextTransfer Protocol の略で、 

WWW サーバーと WWW クライアントの間 
で、情報を交換する隙に使用されるプ□トコ 
ルです。 HTML に含まれるテキストや画像な 
どの情報を、まったく変換せずにそのまま 
データ転送します。 

IP アドレス 

ネットワークに接続する機器に割り当てられ 
る固有の番号(住所)です。通常は 
「192.168.10.1」などのように、0から255ま 
での数字を4個並べて、点で区切ったおで表現 
されます。 
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LAN 

Local Area Network の略で、同ーフ□アや同 
一の建物など物理的に近い位置にあるコン 
ピュータなどを結ぶネットワークのことで 
す。 

家庭内に構築した LAN はホームネットワーク 
とを呼ばれます。家庭内の複数のコンピュー 
夕などで、ひとつの機器や機器内のデータを 
共有して使ラことびでをます。 

MAC アドレス 

Media Access Control Address の略で、ネッ 
トワーク上で、ネットワークインターフエー 
スを識別するために設定されている固有の番 
号のことです。6バイトの数字で構成される 
独自のアドレスです。 

NAS 

Network Atta に hed Storage の略で 、 LAN 
ケーブルでネットワークに直接接続して使用 
する機器のことです。「ネットワークストレー 
ジ」とを呼ばれます。ネットワーク上のコン 
ピュータのデータを保存するための サーバー 
として使えます。 

ONU ( 光路端装置） 

コンピュータを光ファイバー通信網におい 
て、ネットワークに接続する隙に必要な装置 
のことです。 

PPPoE 

Point to Point Protocol over Ethernet の略 
です。イーサネットなどのネットワーク上で 
ダイヤルアップ接続 ( PPP 接続)のよラな利用 
ちのユーザー名 、八スワー ドのチエックを行 
ラために作り出された規格であり、 ADSL な 
どの常時接続型のサービスび採用している技 
術です。 


SMTP / POP 

SMTP は電モメールを送信するためのプ□卜 
コルです。メールヴーバーにメールを送信す 
るとさや、サーバー間でメールを配送すると 
さに使われます。 

POP は Post Office Protocol の略で、ルの 
受信に使われるプロトコルの1つです。 

TCP/IP 

インターネツトなどのネツトワークで使用さ 
れている標準的なプロトコル(通信手段)で 
す 。 TCP (伝送制御プ□トコル)は 
Transmission Control Protocol の略で、送受 
信、フ□一制御などの手順を担当します 。 IP 
(経路制御プ〇トコル）は Internet Protocol 
の略で、データグラム転送を担当します。 I ；! 
上の2つのプ〇トコルを含せて TCP / IP と呼び 
ます。 

WEP 

Wired Equivalent Privacy の略で、無線 LAN 
で採用されているデータの暗号化方式です。 
RC 4 といラ暗号化アル 3 U ズムを使用してお 
り、無線 LAN で通信を巧う機器の双方に同じ 
6かけ、または1 28 bit の暗号キーを登録する共 
通鍵暗号方式(秘密鍵暗号方式、対称鍵暗号方 
式とちいいます)で、外部か5データを解読さ 
れないよラにする技術です。 

WEP は無線 LAN で標準化されている暗号化 
方式として採用されていますび、セキユ I 」 

ティの脆弱性びち惧されており、 WEP に誓ね 
る新しい規格として WPA び開発されていま 
す。 


その他 
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Wi-Fi 

[Wireless (無線)」と 「Fidelity (忠実度)」を 
組み合わせた言葉で、業界団体の Wi-Fi 
Alliance び無線規格 riEEE 802.1 1 High-Rate 
Direct Sequence ( DS )」 を、消費者に広く認 
知させるために名付けました。 

現在、 Cisco 社、 3 Com 社 、 Lucent 
Technologies 社、 Nokia 社、 NEC 社、冨±通 
社、ソニーなど、200社上の業界各社びこ 
の規格に参加しており、各社の IEEE 802.1 la 
と IEEE 802.11 b 対応製品の相互接続性を保証 
するために互換性テストを行っています。こ 
れにパスした製品は 「 Wi - FU ブランドの認定 
び与え5れ、他社製品との互換性び保証され 
ます。 

WPA 

Wi-Fi Protected Access の略で、無線 LAN の 
業界団体の Wi-Fi Alliance び提唱する無線 
LAN の暗号化規格です。 

WPA では、従来の SSID と WEP キーに加え、認 
証方式に IEEE 802 . lx を採用したクライアン 
卜ごとにユーザー認詰を行ラ機能や、暗号 
キーび一定時間ごとに自動的に更新する TKIP 
といラ暗号化方式を用いており、暗号キーの 
生成を複雑にすることで WEP より安全性び強 
化された規格となっています。 


WWW 

World Wide Web の略です。インターネット 
やイントラネットを利用して情報を公開した 
り、公開されている情報を参照でさるよラに 
するシステムのことで、 Web とを呼ばれて 
います。 

HTML といラマークアップ言語で文書の構造 
や見栄えを記述し、文書の中に画像や音声な 
どで章!;^外のデータや他の夕書にアクセスす 
るための URL といラ U ンク情報を埋め込むこ 
とびでをるのび大きな特徴です。 

10BASE-T 

イーサネットの規格の1つで、 10 BASE - T の 
「10」は伝送速度の1 0 Mbps を、け」はツイス 
トペアケーブルを表します。接続の最大セグ 
方ント長び100 m • カテコ U 31； (上のツイス 
トペアケーブルを使用します。 

100BASE-TX 

1 0 BASE - T の規格をそのまま受け継いだ 
100 Mbps のイーサネットです。100 BAS 卜 
TX は1 0 BASE - T と同様に、ノ '<ブをかして各 
ノー ドを接続するスター型で、通信速度は 
100 Mbps 、 最大セグメント長は100のまでで 
ず。 

1000 BASE-T 

IEEE 802.3 ab として規定されたイーヴネット 
規格です。 10 BASE - T 、 100 BASE - TX を発展 
させて、1 Gbps の通信速度に対応しました。 
UTP ケーブルを使用してお0、既巧の 
10 BASE - T 、 100 BASE - TX に対応した製品と 
混合して使用することびでをます。 
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サポート情報は、 VAIO カスタマーリンクホームぺージへ 


http://vcl.vaio.sony.co.Jp/ 


VAIO ホームページ 

VAI0 を楽しく使っていただくための情報をご案内します。 
http://www.vaio.sony.co.jp/ 
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http://www.sony.co.jp/ 
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